
　
線
状
降
水

帯
と
い
う
耳

慣
れ
な
い
気

象
に
よ
る
豪

雨
と
、
体
温
超
え
の
猛
暑
。
異

常
気
象
で
の
災
害
は
年
々
増
加

し
、
甚
大
な
被
害
の
多
く
は
地

方
で
発
生
し
て
い
る
。
文
明
発

達
、
国
家
形
成
の
源
で
あ
る
治

水
治
山
も
、
地
方
は
被
害
が
低

く
想
定
さ
れ
、
軽
視
さ
れ
て
き

た
結
果
で
あ
る
▼
デ
ル
タ
株
の

感
染
拡
大
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

連
休
も
重
な
り
、
首
都
圏
の
み

な
ら
ず
地
方
ま
で
感
染
が
拡

散
。
2
類
感
染
症
で
の
隔
離
は

不
能
と
な
り
、
必
要
な
医
療
の

提
供
も
困
難
に
な
っ
た
。
予
防

接
種
終
了
者
の
重
症
化
が
抑
制

さ
れ
て
い
る
の
が
救
い
だ
。
軽

症
者
の
治
療
法
が
な
い
今
、
感

染
拡
大
は
防
止
で
き
ず
、SA

R
S-CoV

-2

は
我
々
の
社
会
に

定
住
し
て
い
く
▼
繰
り
返
す
緊

急
事
態
宣
言
で
、
失
業
や
廃
業

が
増
え
、
要
請
に
従
わ
な
い

（
従
え
な
い
）企
業
・
個
人
の
活

動
も
目
立
つ
。
要
請
に
強
制
力

が
な
い
今
、
活
動
時
の
具
体
的

な
規
範
を
示
し
、
良
識
あ
る
行

動
を
望
む
し
か
な
い
。
社
会
も

SA
RS-CoV

-2

と
同
居
の
覚

悟
が
必
要
で
あ
る
▼
列
島
改
造

ブ
ー
ム
は
地
方
か
ら
特
色
を
奪

い
過
疎
化
が
進
行
、
東
京
は
す

べ
て
が
集
中
し
密
に
な
っ
た
。

過
疎
の
地
方
は
災
害
で
さ
ら
に

衰
退
し
、
密
な
都
会
は
感
染
が

蔓
延
す
る
。SA

RS-CoV
-2

は
そ
の
密
な
東
京
か
ら
地
方
に

拡
散
し
て
い
る
。COVID-19

は
厄
介
な
感
染
症
と
し
て
定
着

し
、
狭
く
な
っ
た
世
界
は
新
た

な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
襲
わ
れ

る
。
異
常
気
象
も
増
幅
し
、
あ

と
数
十
年
は
続
く
で
あ
ろ
う
。

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
激
論
で
き
な

い
今
は
黙
考
し
よ
う
。 （
恭
仁
）

　
2
0
2
1
年
、
新
年
度
に
あ

た
り
2
期
目
の
保
険
部
会
担
当

副
理
事
長
を
拝
命
し
た
の
で
、

ご
あ
い
さ
つ
方
々
保
険
部
会
と

し
て
の
取
り
組
み
の
一
部
を
改

め
て
ご
紹
介
申
し
上
げ
る
。

　
保
険
部
会
の
役
割
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
保
険
診
療
上
の

「
複
雑
怪
奇
」
な
仕
組
み
の
中

で
、
会
員
に
少
し
で
も
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
る
こ
と
な
く
保
険
請

求
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
情
報

提
供
を
行
い
、
さ
ら
に
は
、
健

康
保
険
上
の
不
合
理
是
正
や
要

望
を
実
現
す
る
べ
く
関
係
各
方

面
へ
働
き
か
け
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
会
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

総
じ
て
診
療
報
酬
が
減
額
す
る

一
方
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
関

わ
り
や
行
き
過
ぎ
た
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
勧
奨
な
ど
多
く
の
問

題
点
や
課
題
に
直
面
し
、
悪
戦

苦
闘
の
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ

と
と
拝
察
す
る
。
そ
ん
な
中
、

会
員
よ
り
保
険
部
会
に
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
保
険
請
求
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
過
去
最

高
数
（
20
年
度
6
3
1
0
件
）

に
達
し
、
皆
さ
ま
の
日
々
の
ご

苦
労
、ご
心
労
を
お
察
し
す
る
。

　
保
険
部
会
で
は
各
専
門
医
会

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
保
険
審
査

に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
医
師
に

委
員
と
な
っ
て
い
た
だ
き
「
保

険
審
査
通
信
検
討
委
員
会
」
を

毎
月
開
催
し
て
い
る
。
寄
せ
ら

れ
た
疑
問
や
異
議
等
に
関
し
て

検
討
し
た
結
果
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
。
公
開
可
能
な
内
容
は

「
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
」に
掲
載

し
て
い
る
。
同
委
員
か
ら
の
情

報
や
ご
意
見
は
ま
さ
し
く
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
お
り
、今

般
、
新
年
度
に
あ
た
り
勇
退
さ

れ
た
委
員
に
お
願
い
し
て
、
審

査
の
実
情
こ
ぼ
れ
話
な
ど
広
く

会
員
へ
お
話
し
い
た
だ
く
機
会

を
企
画
中
で
あ
る
。

　
ま
た
、
地
区
医
師
会
長
、
専

門
医
会
長
、
各
地
区
と
の
懇
談

会
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委

員
会
等
々
で
寄
せ
ら
れ
た
要
望

に
関
し
て
、
近
日
中
に
厚
労
省

と
の
直
接
交
渉
に
て
陳
情
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
次
年
度
の
改
定
に

関
し
て
は
、
中
医
協
の
議
論
も

徐
々
に
煮
詰
ま
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
情
報
も
で
き
る

限
り
分
か
り
や
す
い
解
説
の
機

会
を
持
た
せ
て
い
た
だ
く
所
存

で
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
保
険
部
会
の

各
種
事
業
に
、
今
後
と
も
ご
支

援
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ

た
い
。

日
常
診
療
で
の
疑
問
・
不
合
理
改
善

22
年
度
改
定
で
会
員
要
望
実
現
へ

　
協
会
は
第
74
回
定
期
総
会
を
8
月
1
日
に
京
都
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
。
感
染
対
策
の
た
め
会
場
と
出

席
者
を
ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぐ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実

施
し
た
。
1
0
0
人
（
代
議
員
68
人
、
一
般
会
員
10

人
、
役
員
22
人
）
が
出
席
し
、
2
0
2
0
年
度
活
動

報
告
と
2
0
2
1
年
度
活
動
方
針
、
決
議
案
等
を
採

択
し
た
。 

（
関
連
2
・
3
面
）

コ
ロ
ナ
禍
で
露
わ
な
医
療
政
策
の
不
備

根
本
か
ら
見
直
し
求
め
る
方
針
を
確
認

20
年
度
協
会
活
動
を

総
括

　
茨
木
和
博
副
理
事
長
が
20
年

度
の
活
動
を
総
括
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
第

1
波
よ
り
、
公
的
発
熱
外
来
の

設
置
、
保
健
所
機
能
の
抜
本
強

化
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
拡
充
、

発
熱
患
者
受
入
体
制
の
整
備
、

医
療
機
関
へ
の
経
営
支
援
な
ど

の
国
、
京
都
府
、
京
都
市
に
対

す
る
要
請
活
動
を
重
点
的
に
報

告
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

も
、
接
種
体
制
の
確
保
に
向
け

て
集
団
接
種
の
拡
充
な
ど
を
中

心
に
京
都
府
、
京
都
市
へ
要
請

し
た
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
国
や

自
治
体
か
ら
出

さ
れ
る
コ
ロ
ナ

関
連
の
支
援
策

を
と
り
ま
と

め
、
本
紙
を
は

じ
め
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
や
フ
ァ

ク
ス
ネ
ッ
ト
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
駆
使
し
、
会

員
へ
の
周
知
に

努
め
た
と
報
告

し
た
。

　
診
療
報
酬
関

連
で
は
、
臨
時

的
取
扱
い
と
し
て
緩
和
さ
れ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て
、

普
遍
的
な
算
定
要
件
の
緩
和
、

容
易
化
に
は
反
対
と
い
う
会
員

の
声
を
要
請
書
と
し
て
ま
と

め
、
厚
労
相
に
提
出
。
続
け

て
、
20
年
度
改
定
の
不
合
理
是

正
を
求
め
た
要
請
書
、
22
年
度

改
定
で
の
初
・
再
診
料
等
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
要
望
書
を
提

出
し
た
と
報
告
し
た
。

　
京
都
市
の
財
政
悪
化
を
受
け

て
設
置
さ
れ
た
持
続
可
能
な
行

財
政
審
議
会
に
対
し
て
は
、
京

都
市
の
福
祉
医
療
制
度
の
拡
充

に
関
す
る
要
請
書
を
提
出
。
京

都
市
の
福
祉
施
策
見
直
し
の
再

考
を
求
め
る
副
理
事
長
談
話
を

発
表
し
た
と
し
た
。

コ
ロ
ナ
療
養
者
守
る

提
供
体
制
構
築
を

　
続
い
て
、
渡
邉
賢
治
副
理
事

長
が
情
勢
を
報
告
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ

て
、
京
都
府
で
も
病
床
が
逼

迫
。
21
年
5
月
に
は
自
宅
療
養

中
の
20
代
患
者
が
死
亡
す
る
事

例
が
発
生
す
る
に
至
っ
た
。
保

健
所
の
実
施
す
る
「
健
康
観

察
」
の
枠
組
み
だ
け
で
は
、
患

者
の
生
命
・
健
康
を
守
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
医
療
者
の
配
置

を
充
実
し
、
現
場
で
医
師
が
裁

量
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
必
要

な
検
査
・
治
療
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
と
訴
え
た
。

　
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
収
束
に
向

け
て
期
待
さ
れ
る
の
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
あ
り
、
府
内
全
て
の

自
治
体
で
、
行
政
と
医
療
者
が

相
互
に
信
頼
関
係
を
構
築
し
な

が
ら
、
希
望
す
る
全
て
の
人
に

早
期
に
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
困

難
が
引
き
続
き
継
続
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
・
財

界
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た

経
済
財
政
政
策
の
構
築
に
動
き

始
め
て
い
る
。
第
2
0
4
回
通

常
国
会
で
は
、
全
世
代
型
社
会

保
障
改
革
の
一
環
と
し
て
後
期

高
齢
者
の
窓
口
一
部
負
担
2
割

導
入
が
強
行
さ
れ
、
医
療
提
供

体
制
改
革
も
従
来
の
ま
ま
粛
々

と
推
進
す
る
構
え
と
指
摘
し

た
。
開
業
医
を
「
専
門
外
来
」

「
か
か
り
つ
け
医
」
へ
と
二
分

す
る
こ
と
に
繋
が
る
「
外
来
機

能
報
告
制
度
」
創
設
や
、
財
務

省
建
議
に
よ
る
地
域
別
診
療
報

酬
へ
の
言
及
な
ど
は
看
過
で
き

な
い
動
き
だ
と
強
調
し
た
。

　
ま
た
、
国
が
目
指
す
壮
大
な

国
家
改
造
構
想
で
あ
る
「
デ
ジ

タ
ル
社
会
形
成
」
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
デ
ー
タ
を
蓄

積
す
る
こ
と
で
医
療
平
準
化
に

つ
な
が
る
危
険
性
が
高
い
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

提
言
・
要
請
重
ね

政
策
の
転
換
求
め
る

　
情
勢
報
告
を
受
け
て
、
鈴
木

卓
理
事
長
が
21
年
度
活
動
方
針

を
提
案
。
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
対
応
を

重
点
課
題
と
し
て
挙
げ
、
医
療

提
供
体
制
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
な
ど
へ
の
合
理
的
で
確
実
な

推
進
に
寄
与
す
る
よ
う
、
政
策

提
言
や
要
請
な
ど
を
重
ね
て
い

く
と
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
体
制
や
制
度

の
不
備
・
不
足
に
対
し
、
根
本

か
ら
見
直
し
を
図
る
よ
う
、
今

後
の
医
療
政
策
の
検
討
を
重
ね

な
が
ら
、
対
案
を
提
示
し
て
訴

え
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。
並

行
し
て
、
以
前
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
課
題
に
つ
い
て
も
発

展
・
深
化
し
て
い
き
た
い
と
提

案
し
、
ほ
ぼ
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

第74回定期総会

副
理
事
長  

福
山 

正
紀

新
年
度
に
あ
た
っ
て 

保
険
部
会

方
針
を
提
案
す
る
鈴
木
理
事
長

保険請求の疑問、審査・指導の相談など、協会は日
常診療での会員・医療機関従業員からのご相談に対
応しています。新規個別指導をはじめ、指導の不安
や疑問もご相談下さい。しっかりサポートします。 ©もへろん

困ったときは まずご連絡を

保険請求など日常診療をサポート

本紙3102号でお届けした次回改定への要請署名に
つきまして、まだご返送いただいていない場合は、
ぜひご協力をお願いします。

スマホ・パソコンからも署名いただけます

要請署名にご協力下さい22年度
診療報酬改定

2 0 2 1 年 (令和 3年) 9 月 1 0 日 第 3 1 0 5 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

総
会
特
集 

（
2
〜
3
面
）

コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
で
立
民
府
連
と
懇
談 

（
4
面
）

府
内
の
コ
ロ
ナ
関
連
の
支
援 

（
8
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



■
支
出
の
減
額
の
理
由

　
と
今
後
の
見
通
し

　
岡
所
明
良
代
議
員
（
与
謝
）　

決
算
の
中
で
収
入
は
予
算
と
大

き
な
違
い
は
な
い
が
、
支
出
が

予
算
に
比
べ
て
減
額
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
と
今
後
の
見
通

し
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
鈴
木
卓
理
事
長
　
予
定
し
て

い
た
講
演
会
や
講
習
会
が
コ
ロ

ナ
に
よ
っ
て
中
止
・
延
期
し
た

影
響
が
大
き
い
。
次
年
度
は
予

算
と
し
て
は
縮
小
気
味
だ
が
、

講
演
会
等
を
再
開
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

■
規
約
改
廃
時
の
規
定

　
岡
所
代
議
員
　
規
約
の
改
廃

は
総
会
に
お
い
て
決
す
る
な
ど

を
入
れ
た
方
が
良
い
の
で
は
な

い
か
。
施
行
日
は
決
定
日
に
す

れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
鈴
木
理
事
長
　
規
約
改
廃
日

は
1
頁
目
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
規

約
の
文
言
変
更
に
つ
い
て
は
、

理
事
会
で
検
討
し
た
い
。

■
監
事
の
役
割
、理
事
会
・

　
代
議
員
会
の
出
席

　
岡
所
代
議
員
　
規
約
第
20
条

に
「
監
事
は
本
協
会
の
資
産
及

び
会
計
を
監
査
す
る
」
と
あ

り
、
役
割
が
会
計
監
査
の
み
に

な
っ
て
い
る
。
監
事
は
会
計
の

み
な
ら
ず
、
協
会
活
動
全
般
を

監
査
し
て
い
た
だ
い
た
方
が
良

い
と
考
え
る
。
監
事
が
毎
回
出

席
し
て
い
る
現
在
の
理
事
会
運

営
は
理
解
す
る
が
、
規
約
上
は

非
常
に
弱
い
規
定
だ
。
関
連
条

項
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
鈴
木
理
事
長
　
理
事
会
で
検

討
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
ま
た
総

会
で
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
国
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以

下
、
コ
ロ
ナ
）
の
拡
大
か
ら

1
年
半
を
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
当
初
よ
り
長
期
戦

を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
指
摘
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ

を
見
越
し
た
対
策
が
効
果
的

に
行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い

難
い
。

　
初
期
の
医
療
現
場
は
特
に

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
関
わ
る
医

療
資
源
の
枯
渇
が
叫
ば
れ
な

が
ら
、
厚
労
省
の
方
針
に
よ

り
平
時
に
特
化
し
た
体
制
の

ま
ま
、
身
動
き
が
取
れ
な

か
っ
た
。
ま
た
当
初
、
海
外

か
ら
の
コ
ロ
ナ
流
入
の
抑
制

に
か
か
わ
る
入
国
者
管
理
が

極
め
て
不
完
全
で
あ
っ
た
結

果
、
昨
冬
の
第
3
波
の
収
ま

り
切
ら
な
い
な
か
で
の
変
異

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
第
4

波
が
、
感
染
拡
大
地
域
で
必

要
な
医
療
を
提
供
で
き
な
い

事
態
を
も
た
ら
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ
の

有
無
を
問
わ
ず
、
医
療
機
関

に
お
け
る
収
入
減
少
も
甚
だ

し
い
。

　
現
状
で
最
も
効
果
の
高
い

対
策
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
集
団
接
種
拡
大
を
求
め

る
声
が
現
場
か
ら
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
京
都
市
は

個
別
接
種
中
心
で
開
始
し
、

高
齢
者
接
種
も

遅
延
し
た
う
え

に
、
職
域
接
種

増
加
と
と
も
に

ワ
ク
チ
ン
の
供

給
不
足
に
お
ち

い
り
、
今
後
の
見
通
し
も
不

確
か
で
あ
る
。

　
昨
年
の
総
会
以
来
コ
ロ
ナ

に
国
民
生
活
が
翻
弄
さ
れ
る

中
、
重
要
な
立
法
措
置
が
み

ら
れ
た
。

　
5
月
21
日
成
立
の
医
療
法

等
の
一
部
改
正
で
は
、
医
療

提
供
体
制
に
つ
い
て
、
従
来

通
り
の
医
師
数
抑
制
方
針
が

継
続
さ
れ
た
。
現
状
の
コ
ロ

ナ
対
応
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
、
緊
急
時
に
も
対
応
を
可

能
に
す
る
医
療
資
源
の
確
保

と
維
持
と
い
う
課
題
は
放
置

さ
れ
た
。
6
月
4
日
に
成
立

し
た
医
療
制
度
改
革
関
連
法

は
、
後
期
高
齢
者
の
窓
口
2

割
負
担
を
導
入
す
る
。
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
構
築

を
目
指
し
た
改
革
と
称
す
る

が
、
受
診
抑
制
が
む
し
ろ
各

種
疾
患
の
悪
化
と
結
果
と
し

て
の
医
療
費
増
大
を
呼
ぶ
だ

ろ
う
。
平
和
な
国
民
生
活
に

立
脚
す
る
よ
り
よ
い
保
険
医

療
を
目
指
す
保
険
医
協
会
と

し
て
は
、
憂
慮
す
べ
き
事
態

で
あ
る
。

　
日
本
の
皆
保
険
制
度
の
機

能
を
強
化
し
、
今
後
も
続
く

で
あ
ろ
う
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

に
も
対
応
で
き
る
医
療
提
供

体
制
の
構
築
を
目
指
す
べ
き

時
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
以
下
を
決
議
す
る
。

　
一
、
全
て
の
保
険
医
療
機

関
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
っ

て
生
じ
た
減
収

分
を
全
額
補
填

す
る
と
共
に
、

院
内
感
染
防
止

の
た
め
の
医
療

資
機
材
の
支
給

及
び
対
策
の
た
め
の
財
政
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
一
、
常
に
急
激
な
医
療
需

要
の
拡
大
に
対
応
で
き
る
体

制
を
準
備
し
て
お
く
た
め
に

も
、
従
来
か
ら
の
医
師
数
抑

制
等
の
方
針
を
見
直
し
、
在

宅
医
療
も
含
め
て
普
段
か
ら

人
員
配
置
に
余
裕
の
あ
る
医

療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
。

　
一
、
人
や
技
術
に
関
す
る

点
数
を
評
価
し
た
診
療
報
酬

体
系
と
し
、
入
院
料
、
初

診
・
再
診
料
な
ど
の
基
本
診

療
料
の
引
き
上
げ
を
中
心
に

医
療
費
総
額
を
引
き
上
げ
る

こ
と
。

　
一
、
国
民
皆
保
険
制
度
を

堅
持
し
発
展
さ
せ
る
た
め
、

社
会
保
障
財
源
の
安
定
と
そ

の
基
礎
に
な
る
社
会
・
経
済

活
動
の
活
性
化
と
産
業
や
諸

事
業
の
活
発
化
に
つ
と
め
る

こ
と
。

　
一
、
緊
急
時
で
の
遅
滞
な

い
現
場
で
の
対
策
を
可
能
と

す
る
た
め
に
、
国
は
平
時
か

ら
自
治
体
の
裁
量
を
重
ん
じ

る
こ
と
。
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対
象
者
：
1
0
0
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回
収
数
：
60
人
（
回
答
率
：
60
％
）

政
府
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て

政
府
の
コ
ロ
ナ
対
応
「
不
支
持
」が
75
％

　
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い

て
、「
不
支
持
」
75
％
（
不
支

持
48
％
、
全
く
不
支
持
27
％
）

が
「
支
持
」
9
％
（
支
持
7

％
、
大
い
に
支
持
2
％
）
を
大

き
く
上
回
っ
た
（
図
1
）。

　
支
持
、
不
支
持
に
か
か
わ
ら

ず
、
政
府
の
対
応
で
問
題
が
あ

る
と
思
う
も
の
（
五
つ
ま
で
選

択
）
に
つ
い
て
は
、「
専
門
家

意
見
の
軽
視
」
が
60
％
で
最
も

高
く
、「
科
学
的
根
拠
に
基
づ

く
政
策
形
成
過
程
の
不
透
明

さ
」
57
％
、「
ワ
ク
チ
ン
供
給

量
巡
る
混
乱
」
52
％
と
続
い
た

（
図
2
）。

　「
支
持
」
の
理
由
に
つ
い
て

は
記
述
で
き
い
た
。「
政
治
や

医
療
（
ワ
ク
チ
ン
以
外
）
に
疾

病
を
く
い
と
め
る
力
は
な
い
。

感
染
対
策
が
無
効
な
の
は
政
治

の
せ
い
で
は
な
い
」「
コ
ロ
ナ

禍
は
国
難
で
あ
り
地
球
難
で
あ

る
。
一
政
党
の
政
策
云
々
を
超

越
し
た
も
の
で
あ
り
政
策
と
い

う
言
葉
に
は
な
じ
ま
な
い
も
の

で
あ
る
」「
説
明
が
少
な
い
の

が
よ
く
な
い
が
、
内
容
と
し
て

外
れ
て
は
い
な
い
と
考
え
る
」

な
ど
。

　
そ
の
上
で
、
政
府
の
コ
ロ
ナ

対
策
が
、
次
の
衆
院
選
投
票
行

動
に
影
響
す
る
か
、
に
つ
い
て

は
「
野
党
に
投
票
」
54
％
、

「
与
党
に
投
票
」
15
％
で
、「
決

め
か
ね
て
い
る
」
が
32
％
だ
っ

た
。「
野
党
に
投
票
」
内
訳

は
、「
支
持
政
党
な
し
」
27

％
、「
野
党
支
持
」
22
％
、「
与

党
支
持
」
5
％
。「
与
党
に
投

票
」
内
訳
は
、「
与
党
支
持
」

8
％
、「
支
持
政
党
な
し
」
5

％
、「
野
党
支
持
」
2
％
で
、

支
持
政
党
の
な
い
方
の
投
票
行

動
が
野
党
に
向
か
う
と
み
ら
れ

る
（
図
3
）。
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協
会
は
8
月
1
日
に
開
催
し
た
定
期
総
会
で
、
神
戸
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
感
染
治
療
学
教
授
の
岩
田
健
太
郎
氏
の

講
演
会
を
ネ
ッ
ト
で
開
催
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
真
実
―
我
々
は
ど
う
備
え
る
べ
き
か
」
と
題
し
て
、
最

新
の
知
見
等
を
参
加
者
の
質
問
に
数
多
く
答
え
な
が
ら
語
っ

て
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
1
4
7
人
と
な
っ
た
。

　
岩
田
氏
は
、
現
在
コ
ロ
ナ
に

感
染
し
て
い
る
世
界
の
人
口
が

約
2
億
人
と
デ
ー
タ
を
紹
介
。

多
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
世
界
人

口
が
約
70
億
人
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

ま
だ
感
染
し
て
い
な
い
と
言
え

る
。
ワ
ク
チ
ン
も
先
進
国
で
は

接
種
が
進
ん
で
い
る
が
、
途
上

国
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
段
階
。

収
束
に
は
ま
だ
し
ば
ら
く
時
間

が
か
か
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
世
界

の
死
亡
者
数
は
4
0
0
万
人
に

上
る
と
言
及
。
こ
れ
だ
け
の
死

亡
者
を
数
え
る
感
染
症
は
現
代

で
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
数

字
が
世
界
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク

ト
は
絶
大
で
あ
り
、
こ
こ
1
0

0
年
間
で
人
類
が
経
験
し
た
感

染
症
で
は
、
最
大
・
最
悪
の
も

の
と
言
え
る
と
し
た
。

　
一
方
、
ど
の
国
に
お
い
て
も

死
亡
率
は
1
〜
2
％
で
、
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
い
。
日
本
の
死
亡

者
数
は
約
1
万
5
千
人
で
欧
州

と
比
較
す
る
と
か
な
り
少
な
い

数
字
だ
。
最
も
死
亡
者
を
出
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
約
60
万

人
だ
が
、
ど
ち
ら
も
死
亡
率
に

極
端
な
差
は
な
い
。
死
亡
率
の

低
さ
が
か
え
っ
て
あ
だ
に
な

り
、
感
染
者
数
の
増
加
を
招
い

て
世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引

き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
と
も

言
え
る
。
日
本
で
こ
れ
だ
け
死

亡
者
が
少
な
い
の
は
、
ひ
と
え

に
感
染
を
抑
え
続
け
て
き
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。
感
染
者
数

を
ど
れ
だ
け
低
く
抑
え
ら
れ
る

か
が
「
鍵
」
と
説
明
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
現
在
の
政
府
の

コ
ロ
ナ
対
策
は
対
処
療
法
的
で

し
か
な
く
、
戦
略
が
な
い
。
感

染
症
対
策
は
「
狭
く
・
短
く
・

強
く
」
が
基
本
。（
今
の
）
日

本
の
緊
急
事
態
宣
言
は
そ
れ
と

真
逆
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
憂
慮
し
た
。

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
要
因
が

わ
か
ら
な
い
。
感
染
者
数
に
対

す
る
死
亡
者
数
も
1
％
よ
り
低

い
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
ワ
ク

チ
ン
効
果
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
1

回
目
接
種
が
国
民
の
90
％
、
2

回
目
接
種
が
70
％
超
と
な
っ
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

活
用
方
法

　
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
岩
田

氏
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
を
実
施
す
る
こ

と
で
感
染
症
を
抑
え
込
む
き
っ

か
け
に
で
き
る
と
解
説
。
勤
務

病
院
で
は
、
原
因
不
明
の
肺
炎

が
あ
る
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
で
は
陰
性

と
な
る
入
院
患
者
で
あ
っ
て

も
、
隔
離
解
除
は
行
わ
な
い
。

肺
炎
の
診
断
が
つ
く
ま
で
Ｐ
Ｃ

Ｒ
を
繰
り
返
し
、
3
回
目
で
陽

性
と
な
っ
た
事
例
が
あ
る
。
こ

う
し
た
こ
と
を
積
み
上
げ
て
患

者
数
を
減
ら
す
。
そ
の
た
め
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
を
ど
う
活
用
す
る
か

で
、
一
つ
の
ツ
ー
ル
だ
と
考
え

て
い
る
。
大
事
な
の
は
結
果
を

出
す
こ
と
だ
と
述
べ
た
。

抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
の

見
通
し

　
こ
こ
の
と
こ
ろ
抗
体
カ
ク
テ

ル
療
法
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い

る
が
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体

の
こ
と
で
、
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン

で
あ
る
。
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
で

の
感
染
症
治
療
は
昔
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
、
抗
生
物
質
で
の
治

療
よ
り
も
歴
史
は
古
い
。

　
副
作
用
の
ト
ラ
ブ
ル
等
か

ら
、
抗
生
物
質
が
主
流
と
な
っ

て
い
た
が
、
70
年
代
か
ら
免
疫

グ
ロ
ブ
リ
ン
を
大
量
に
、
ま
た

遺
伝
子
工
学
の
進
歩
に
よ
り
ヒ

ト
由
来
の
タ
ン
パ
ク
で
生
成
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
副
作

用
が
激
減
し
た
。
感
染
症
に
使

用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

エ
ボ
ラ
出
血
熱
か
ら
。
こ
こ
か

ら
感
染
症
に
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル

抗
体
を
使
う
ス
キ
ー
ム
が
で
き

上
が
っ
た
と
解
説
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
流
行
当
初
か
ら
、

こ
の
抗
体
が
治
療
法
と
し
て
使

わ
れ
た
が
、
す
ぐ
に
ワ
ク
チ
ン

が
変
異
し
耐
性
が
つ
い
て
し
ま

う
こ
と
か
ら
、
2
種
類
の
抗
体

を
投
与
す
る
カ
ク
テ
ル
療
法
へ

と
変
更
。
臨
床
効
果
が
確
か
め

ら
れ
、
デ
ル
タ
株
に
も
有
効
だ

と
説
明
し
た
。

岩
田
健
太
郎
氏
が
総
会
後
に
講
演

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
最
新
の
知
見
語
る

　
た
だ
し
、
重
症
患
者
に
は
こ

の
療
法
は
効
か
な
い
。
大
事
な

の
は
、
感
染
初
期
で
抗
体
療
法

を
行
う
こ
と
だ
と
強
調
。
初
の

重
症
化
を
防
ぐ
治
療
法
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

　
一
方
で
課
題
も
あ
る
と
し
、

ま
ず
高
額
で
あ
る
こ
と
。
海
外

の
薬
で
あ
る
こ
と
か
ら
ど
れ
だ

け
日
本
が
確
保
で
き
る
の
か
と

い
う
こ
と
。
そ
し
て
ウ
イ
ル
ス

変
異
の
問
題
。
ウ
イ
ル
ス
の
耐

性
で
、
い
つ
ま
で
使
え
る
か
は

現
時
点
で
は
不
明
だ
と
述
べ

た
。

　
さ
ら
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
患

者
に
も
言
及
。
後
遺
症
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
症
状
へ
の
対
応
の

必
要
性
は
認
識
し
つ
つ
も
、
残

念
な
が
ら
勤
務
病
院
で
は
次
々

と
運
ば
れ
て
く
る
患
者
へ
の
対

応
で
精
一
杯
だ
と
し
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
患
者
に
つ
い
て
は
ぜ
ひ

地
域
の
医
師
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
参
加
者
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
、
講
演
会
を
終
了

し
た
。

誘
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
分
析
し
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
一
時
、
1
日
の

感
染
者
数
が
5
万
人
を
超
え
て

い
た
。
そ
の
後
も
行
動
制
限
を

緩
め
て
い
っ
た
が
、
今
は
ピ
ー

ク
時
の
半
分
ほ
ど
の
感
染
者
数

い
る
。

　
中
国
が
コ
ロ
ナ
を
抑
え
込
ん

だ
の
は
、
感
染
経
路
を
徹
底
的

に
遮
断
し
た
か
ら
だ
と
述
べ

た
。ワ

ク
チ
ン
戦
略
の

見
通
し

　
参
加
者
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
と
、

今
の
ワ
ク
チ
ン
は
ど
の
変
異
株

に
対
し
て
も
有
効
で
あ
る
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
一
つ

だ
け
、
南
ア
フ
リ
カ
の
変
異
株

に
対
し
て
は
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ

が
効
き
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
ぐ
ら
い
だ
と
説

明
。
現
時
点
で
は
大
き
な
武
器

と
言
え
る
と
し
た
。

欧
州
や
中
国
の
戦
略

　
欧
州
に
お
い
て
は
多
く
の
国

で
行
わ
れ
た
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
で

一
定
の
感
染
を
抑
え
込
む
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
。
し
か
し
、

欧
州
で
も
日
本
と
同
じ
よ
う
に

自
粛
疲
れ
が
現
れ
始
め
、
現
在

は
当
初
の
頃
の
よ
う
な
抑
え
込

み
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

欧
州
の
人
た
ち
は
マ
ス
ク
に
抵

抗
が
あ
る
た
め
、
あ
ま
り
つ
け

な
い
こ
と
も
感
染
者
数
増
加
の

講師の岩田氏

※ 期間中、大樹生命・富国生命の営業職員がご連絡をすることがあります。
その節は、ご対応・ご面談等よろしくお願いします。
※パンフレットご希望の方はお申し出下さい。

加入
資格

加入
口数

保険医年金
※2022年1 月 1 日
　加入

（ただし新規に限り40口まで可能）

月　払 1口 1 万円 30口限度 （30万円／月）
一時払 1口50万円 20口 （1,000万円）まで

満74歳までの協会会員
（月払増口・一時払の申込は満79歳まで）

秋募集開始

　 明日のための安心設計 　

秋募集は ～10月20日申込締切1

保険医年金2020年度の配当率は0.148％3
運用
実績 1.407％（予定利率1.259％＋2020年度配当0.148％）

ライフプランに合わせて自在に積立と受取ができます2
①毎月コツコツ払い込む「月払」　②まとめて積み増す「一時払」
③１口単位で解約でき、急な資金需要にも対応　④払込金額は中断、再開が可能

◆  万が一、事故やケガ、病気で「就
業不能」状態になったとき入院中
だけでなく、自宅療養でも

一番必要なのは休業中の収入補償 !

休業補償制度（所得補償保険）
ご加入の生命保険や医療保険では、先生
自身の入院・治療費は賄えても、医院の
維持・管理費、ご家族の生活費まで賄え
るでしょうか？
休業補償制度は、先生の所得の範囲内で
補償額を設定できます。
健康に問題のない今こそ、ご加入をご検
討下さい。

傷病手当金

傷病手当金

所
得

所
得

病気で入院
仕事復帰

所得補償保険に加入していると・・・

所
得

所
得

所得補償保険

補償は、１年・２年・４年

コースから選べます
病気で入院

仕事復帰

所
得
減
少

所得減少をカバー

所得減少リスクをカバーする
保険として最適です。

Ⓒもへろん

加入者が新型コロナ
ウイルスに感染し休業した
場合は保険の対象です。

配当金 20.53%（2020年実績）
※ 数字は年間保険料に
　対する割合です。

グループ保険

● 申し込みは健康状態等の告知のみ。
● 万が一の場合の死亡・所定の高度障がいを保障。
●  保険金は500～6,000万円から選択できます（年齢により加入できる保険金額は異
なります）。

●  新規加入は保険年齢70歳まで。継続加入は加入資格を満たす限り保険年齢
75歳まで。

●  配偶者は3,000万円まで、 お子様 （ 3 ～22歳） は400万円まで加入できます。
● １年ごとに収支計算を行い、 剰余金が生じた場合は、 配当金を受け取れます。
※保険医共済会への入会 （入会金1,000円） が必要です。

2019年から 掛金が安くなりました。
会員の最高保険金額も6,000万円に。

生 命 保 険
※ 毎月10日締切で受付。効力発行は 2 カ月後の 1 日から。

特長をわかり
やすく解説し
た動画を臨床・
保険診療 ＴＶ
（会員専用サ
イト）でご覧
いただけます。

2 0 2 1 年 (令和 3年) 9 月 1 0 日 第 3 1 0 5 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



　
Ｑ
、
厚
労
省
か
ら
の
「
応
招

義
務
」
の
通
知
に
は
、
患
者
の

迷
惑
行
為
に
よ
り
信
頼
関
係
が

喪
失
し
て
い
る
場
合
に
は
診
療

を
行
わ
な
い
こ
と
が
正
当
化
さ

れ
る
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

何
か
に
つ
け
て
文
句
を
言
い
、

こ
ち
ら
の
説
明
に
耳
を
傾
け
ず

暴
言
や
不
当
要
求
な
ど
の
迷
惑

行
為
を
繰
り
返
す
患
者
に
対
し

て
、
実
際
に
診
療
を
拒
否
し
た

い
時
は
ど
の
よ
う
な
手
順
を
踏

め
ば
い
い
で
す
か
。

Ａ
、
⑴
一
般
論

　
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
通
知

（
2
0
1
9
年
12
月
25
日
医
発

1
2
2
5
第
4
号
）
は
、
迷
惑

行
為
の
有
無
を
問
わ
ず
、
ま

た
、
緊
急
対
応
の
要
否
を
問
わ

ず
、
①
診
療
時
間
（
勤
務
時

間
）
外
で
あ
る
場
合
や
②
医
師

の
専
門
性
・
診
察
能
力
、
当
該

状
況
下
で
の
医
療
提
供
の
可
能

性
・
設
備
状
況
、
他
の
医
療
機

関
で
の
医
療
提
供
の
可
能
性

（
医
療
の
代
替
可
能
性
）
等
の

事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
つ
つ

事
実
上
診
療
が
不
可
能
と
言
え

る
場
合
に
は
診
療
拒
否
で
き
る

と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
緊
急
性
が
無
い
場

合
、
②
は
緩
や
か
に
解
さ
れ
ま

す
。

　
設
問
事
例
が
①
や
②
に
該
当

す
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
を
理
由

と
し
て
診
療
拒
否
す
る
と
比
較

的
円
滑
に
拒
否
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　
⑵
信
頼
関
係
が
破
壊
し
た
こ

と
を
理
由
と
す
る
場
合

　
さ
ら
に
通
知
は
、
緊
急
対
応

が
不
要
な
場
合
に
限
り
、
患
者

と
医
療
機
関
と
の
信
頼
関
係
を

考
慮
し
て
診
療
を
拒
否
で
き
る

場
合
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
平
成
24
年
9
月

19
日
付
大
阪
高
等
裁
判
所
判
決

は
、「
単
な
る
信
頼
関
係
の
破

壊
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
患

者
が
医
療
機
関
の
業
務
を
妨
害

し
た
り
、
医
療
機
関
に
対
し
て

不
当
な
要
求
を
す
る
な
ど
の
事

由
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
診

療
契
約
の
解
除
に
よ
っ
て
患
者

の
病
状
が
悪
化
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
で
な
い
こ
と
も
要
す

る
」
と
し
て
、
医
療
機
関
が
慢

性
期
の
患
者
に
対
し
て
診
療
を

拒
否
し
た
行
為
を
違
法
で
は
な

い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
⑶
注
意
点

　
裁
判
に
な
る
と
、
診
療
を
拒

否
で
き
る
事
情
は
医
療
機
関
側

が
立
証
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
で
す
か
ら
、
医
療
機
関
は
、

診
療
拒
否
を
す
る
前
に
、
必

ず
、
当
該
患
者
が
い
つ
、
ど
こ

で
、
ど
の
よ
う
な
迷
惑
行
為
を

ど
れ
く
ら
い
行
い
、
そ
の
結
果

ど
の
よ
う
に
診
療
行
為
が
妨
害

さ
れ
た
か
等
を
逐
一
カ
ル
テ
や

業
務
日
誌
等
に
記
録
し
、
保
存

　
泉
議
員
と
鈴
木
理
事
長
が
あ

い
さ
つ
後
、
協
会
か
ら
①
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

め
ぐ
っ
て
の
課
題
」
②
「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
医
療
政

策
の
動
向
」
を
報
告
。
府
連
か

ら
、
③
「
立
憲
民
主
党
の
医
療

政
策≪

今
年
の
通
常
国
会
で
の

政
策
対
応≫

」
の
報
告
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
加
え

て
同
党
議
員
か
ら
衆
議
院
に
提

出
さ
れ
た
「
家
庭
医
制
度
の
整

備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」

に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　
①
に
つ
い
て
渡
邉
副
理
事
長

が
、
医
療
提
供
体
制
で
は
、
自

宅
療
養
お
よ
び
宿
泊
療
養
中
の

死
亡
例
か
ら
み
る
問
題
と
そ
の

改
善
を
求
め
る
協
会
の
要
請
内

容
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
で

は
、
そ
の
不
満
が
市
民
の
健
康

を
守
ろ
う
と
頑
張
っ
て
き
た
医

療
機
関
に
向
か
っ
て
い
る
こ

と
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
協
会

の
要
請
内
容
に
つ
い
て
説
明
。

　
②
に
つ
い
て
吉
中
理
事
が
、

政
府
は
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

新
自
由
主
義
改
革
の
貫
徹
姿
勢

を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
、
医

療
体
制
に
つ
い
て
は
外
来
機
能

分
化
を
通
じ
た
か
か
り
つ
け
医

の
登
録
制
創
設
な
ど
も
狙
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
説
明
。

　
③
に
つ
い
て
泉
議
員
が
、

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
対
抗
軸

し
て
お
い
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
が
暴
言
等

だ
と
受
け
止
め
た
と
し
て
も
、

い
ざ
紛
争
化
す
る
と
、
そ
の
発

言
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
は
な
く
、
前
後
の
経
緯
等
か

ら
総
合
的
に
検
討
さ
れ
る
等
し

て
、
結
果
、
患
者
と
し
て
許
さ

れ
る
範
囲
の
発
言
に
過
ぎ
な
い

と
判
断
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
緊
急
対
応
が
不
要
な
患
者
に

対
し
て
、
信
頼
関
係
が
破
壊
さ

れ
た
こ
と
を
理
由
に
拒
否
す
る

場
合
に
は
、
過
去
の
患
者
の
具

体
的
発
言
も
し
く
は
行
動
等
の

記
録
を
見
て
、
そ
の
発
言
が
客

観
的
に
見
て
も
暴
言
等
に
当
た

る
か
ど
う
か
も
含
め
て
慎
重
に

正
当
性
を
検
討
し
て
か
ら
拒
否

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
お
悩
み
の
事
例
が
あ
れ
ば
診

療
を
拒
否
さ
れ
る
前
に
、
ぜ
ひ

協
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

と
し
て
の
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
戦

略
」
＝
医
療
現
場
支
援
、
感
染

封
じ
込
め
、
暮
ら
し
と
事
業
を

守
る
国
民
支
援
―
の
3
本
柱
お

よ
び
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓

コ
ロ
ナ
禍
で
焦
点
と
な
る

「
か
か
り
つ
け
医
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
で
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
機
能
を
発
揮
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
同

党
の
中
島
克
仁
議
員
を
中
心
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

よ
り
「
家
庭
医
制
度
の
整
備
の

推
進
に
関
す
る
法
律
案
」
が
6

月
10
日
に
衆
議
院
に
提
出
さ
れ

た
。
法
案
提
出
者
の
中
に
京
都

選
出
の
議
員
は
い
な
い
が
、
府

連
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。
政
府
が

医
療
費
削
減
、
医

師
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
流
れ
の
中
で
か

か
り
つ
け
医
の
制

度
化
を
考
え
て
い

る
こ
と
は
注
視
し

て
お
り
、
今
法
案

は
決
し
て
政
府
と

歩
調
を
合
わ
せ
て

の
も
の
で
は
な

い
。
国
民
に
何
ら

義
務
を
課
す
も
の

で
は
な
く
、
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
も

確
保
し
、
人
頭
登

　
協
会
は
立
憲
民
主
党
京
都
府
総
支
部
連
合
会
（
以
下
、

府
連
）
と
の
政
策
懇
談
を
7
月
31
日
に
開
催
。
府
連
か
ら

会
長
の
泉
健
太
衆
議
院
議
員
や
福
山
哲
郎
参
議
院
議
員
を

は
じ
め
11
人
が
出
席
、
協
会
か
ら
鈴
木
理
事
長
ら
7
人
が

出
席
し
た
（
ネ
ッ
ト
か
ら
の
出
席
も
含
む
）。

口
負
担
割
合
の
対
案
と
し
て
の

保
険
料
賦
課
限
度
額
の
引
き
上

げ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
病
床
削
減

に
対
す
る
修
正
案
の
説
明
が

あ
っ
た
。

つ
い
て
、
協
会
か
ら
以
下
の
よ

う
な
意
見
を
述
べ
た
。「
過
疎

地
の
開
業
医
は
手
術
と
お
産
以

外
は
全
て
や
っ
て
お
り
、
診
療

所
に
い
る
限
り
は
電
話
が
あ
れ

ば
い
つ
で
も
診
る
。
そ
れ
が
本

来
の
か
か
り
つ
け
医
で
、
す
ぐ

に
専
門
医
に
回
す
よ
う
な
発
想

は
条
件
の
揃
っ
て
い
る
大
都
市

だ
け
を
考
え
た
制
度
で
し
か
な

い
」「
予
防
を
保
険
診
療
に
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
。
予
防
は

あ
く
ま
で
健
診
と
そ
の
事
後
処

置
で
、
そ
れ
が
う
ま
く
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
問
題
」「
肛
門

科
や
眼
科
、
耳
鼻
科
な
ど
専
門

科
の
医
療
機
関
は
か
か
り
つ
け

医
に
は
な
れ
な
い
の
で
、
制
度

化
す
る
と
直
接
受
診
が
な
く
な

る
。
患
者
さ
ん
は
ど
こ
に
受
診

す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
っ
て
い

る
の
に
、
か
か
り
つ
け
医
を
通

せ
ば
経
済
的
に
も
負
担
」「
働

き
方
改
革
で
時
間
外
労
働
を
減

ら
し
、
病
院
が
外
来
を
縮
小
し

て
い
け
ば
、
国
が
言
う
よ
う

に
、
開
業
医
か
ら
病
院
へ
の
紹

介
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
は
大

事
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
か
り

つ
け
医
は
必
要
だ
が
、
制
度
は

不
要
で
、
誰
か
一
人
を
選
べ
と

い
う
の
は
患
者
に
と
っ
て
も
嫌

な
こ
と
。
イ
ギ
リ
ス
型
の
や
り

方
は
日
本
に
馴
染
ま
な
い
」。

【立憲民主党京都府総支部連合会】
会　　長 泉　健太・衆議院議員
常任顧問 福山哲郎・参議院議員※

幹 事 長 田中健志・京都府議会議員
副幹事長 片桐直哉・京都市会議員
副幹事長 和島一行・向日市議会議員
常任幹事 宮小路康文・長岡京市議会議員
常任幹事 小松康之・亀岡市議会議員※

常任幹事 松尾　憲・久御山町議会議員
幹　　事 白塚悦子氏
幹　　事 平田圭氏※

幹　　事 江頭孝博氏※

【京都府保険医協会】
鈴木卓理事長、茨木和博※・渡邉賢治副理事
長、吉中丈志・飯田哲夫※・吉村陽※理事、
増田道彦監事※　 （※はウェブ出席）

録
払
い
で
は
な
い
こ
と
も
現
時

点
で
明
確
に
し
て
い
る
と
し

た
。
予
防
が
重
要
と
の
問
題
意

識
か
ら
出
て
き
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
な
の

で
、
今
後
皆
さ
ん
と
ど
の
よ
う

に
議
論
を
つ
め
て
い
く
か
注
意

し
て
取
り
か
か
っ
て
い
き
た
い

と
し
た
。
な
お
、「
家
庭
医
」

と
し
て
い
る
の
は
、
か
か
り
つ

け
医
の
定
義
が
明
確
で
な
い
の

で
区
別
し
て
の
も
の
だ
と
し
た
。

　
か
か
り
つ
け
医
の
制
度
化
に

陽
性
者
へ
の

医
療
提
供
改
善
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
め
ぐ
っ
て
は
、
協
会
提
案

を
も
と
に
意
見
交
換
。

　
病
床
逼
迫
で
宿
泊
施
設
・
自

宅
療
養
者
が
急
増
し
保
健
所
も

手
が
回
ら
な
い
中
で
亡
く
な
っ

た
方
が
で
た
問
題
で
、
協
会
か

ら
「
健
康
観
察
」
は
医
療
が
提

供
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
り
、
往
診
し
て

医
療
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
い

る
開
業
医
を
も
っ
と
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
べ
き
。
医
療
安
全
の

観
点
か
ら
も
、
医
療
で
な
い
こ

と
か
ら
予
期
せ
ぬ
死
亡
で
あ
っ

て
も
医
療
事
故
調
の
シ
ス
テ
ム

に
乗
ら
ず
検
証
し
き
れ
て
い
な

い
と
問
題
意
識
を
示
し
た
。
こ

れ
に
対
し
府
連
か
ら
、
医
療
提

供
で
き
て
い
な
い
と
い
う
話
を

聞
い
て
腑
に
落
ち
た
。
隔
離
す

る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
の
で

指
摘
の
通
り
見
直
す
べ
き
だ
と

し
た
。

　
ま
た
京
都
市
に
対
し
て
、
市

内
1
カ
所
に
集
約
化
し
て
い
る

健
康
観
察
を
区
ご
と
に
行
う
よ

う
求
め
て
い
る
協
会
提
案
に
つ

い
て
、
府
連
は
当
局
と
柔
軟
な

対
応
が
必
要
な
部
分
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
話
を
す
る
と
、

今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
間

違
い
は
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、

変
な
硬
直
性
を
招
い
て
し
ま
っ

て
い
る
。
協
会
の
指
摘
も
踏
ま

え
て
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い

と
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
を
行
う
泉
議
員

参加申込専用ページはこちら
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弁護士が
対応方法

を

お答えしま
す

そこのところが知りたかった！
医療安全

Q A&
3
vol

「 応 招 義 務 」
立
憲
民
主
府
連
と
政
策
懇
談

 

コ
ロ
ナ
対
策
や
か
か
り
つ
け
医
等
で

あやめ法律事務所
松尾 美幸 弁護士

【開催予告!!】　京都府保険医協会主催

日　時 10月14日（木） 午後２時30分～４時
方　法 Web配信（Zoomウェビナー）
講　師 保団連事務局次長　滝本 博史氏
 （『医療安全管理対策の基礎知識』編集実務責任者）

『医療安全管理対策の基礎知識』説明会

「 医療法で義務付け！ 病院・診療所で
 必ずやっておかなければならないこと 」
　京都府保険医協会では、保団連『医療
安全管理対策の基礎知識（2021年8月改
訂版）』を全会員（正会員）に無料配布（9月
25日付送付予定）します。併せて、本冊
子をテキストにした「『医療安全管理対策
の基礎知識』説明会―医療法で義務付
け！病院・診療所で必ずやっておかなけ
ればならないこと」を、協会会員医療機
関限定、完全Web配信にて開催します。
詳細は、参加申込専用ホームページ
（https://wp.me/pcX6Kq-8Dd）をご参
照下さい。ぜひこの機会にご参加下さい。

https://wp.me/pcX6Kq-8Dd



　
政
府
は
8
月
2
日
に
「
入
院

は
重
症
化
患
者
や
特
に
重
症
化

リ
ス
ク
の
高
い
人
に
重
点
化
」

「
自
宅
・
宿
泊
療
養
者
の
急
変

に
備
え
、
空
床
を
確
保
」「
入

院
患
者
以
外
は
自
宅
療
養
を
基

本
と
し
、
家
庭
内
感
染
の
恐
れ

が
あ
る
な
ど
の
事
情
で
自
宅
療

養
が
で
き
な
い
場
合
に
宿
泊
療

養
を
活
用
」
す
る
方
針
を
表

明
。
こ
れ
に
対
し
協
会
は
、
8

月
6
日
に
国
・
京
都
府
に
緊
急

要
請
を
行
っ
た
。

　
緊
急
要
請
で
は
、
四
つ
の
こ

と
を
求
め
た
。

　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
陽
性
患
者
は
入
院
治
療

が
原
則
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
上
で
府

感
染
症
対
策
の
加
算
継
続
を

 

厚
労
大
臣
、中
医
協
会
長
ら
に
要
望

知
事
の
権
限
を
最
大
限
発
揮

し
、
一
層
の
受
け
入
れ
病
床
確

保（
例
え
ば
当
初 「
確
保
病
床
」

と
し
て
い
た
7
2
0
床
を
当
面

の
目
標
に
す
る
等
）
が
進
む
よ

う
、
さ
ら
に
努
力
す
る
こ
と
。

　
②
宿
泊
療
養
施
設
を
さ
ら
に

確
保
す
る
と
と
も
に
、
同
施
設

の
機
能
を
可
能
な
限
り
病
院
に

近
づ
け
る
方
向
で
努
力
す
る
こ

と
。
そ
の
た
め
専
任
の
常
駐
医

師
や
十
分
な
看
護
ス
タ
ッ 

フ

の
直
接
雇
用
・
配
置
を
目
指

し
、
そ
の
実
現
に
至
る
ま
で
は

輪
番
で
出
務
す
る
医
師
や
配
置

さ
れ
て
い
る
看
護
師
等
が
チ
ー

ム
で
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う

方
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　
③
地
域
の
医
療
者
に
よ
る
宿

泊
療
養
施
設
・
自
宅
療
養
者
へ

の
医
療
提
供
を
可
能
と
す
る
た

め
、
保
健
所
の
機
能
を
拡
充

し
、
密
接
な
連
携
体
制
が
と
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
同
時

に
、
地
域
の
医
療
者
に
対
し
、

定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
頻
回

の
抗
原
検
査
が
実
施
可
能
と
な

る
よ
う
費
用
を
公
的
に
補
償

し
、
か
つ
医
療
者
が
感
染
し
、

休
業
せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
態
に

な
っ
た
時
に
は
早
急
な
休
業
補

償
を
公
費
で
行
う
こ
と
。

　
④
前
述
の
こ
と
を
前
提
に
、

抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
が
宿
泊
療

養
施
設
・
自
宅
療
養
に
お
い
て

も
実
施
で
き
る
よ
う
適
応
を
拡

げ
、
中
和
抗
体
薬
「
カ
シ
リ
ビ

マ
ブ
お
よ
び
イ
ム
デ
ビ
マ
ブ
」

　
協
会
は
8
月
26
日
、
首
相
、

厚
労
大
臣
お
よ
び
三
役
、
財
務

大
臣
、
中
医
協
会
長
お
よ
び
各

委
員
、
衆
参
厚
労
委
員
、
保
険

局
医
療
課
長
に
対
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

診
療
報
酬
の
臨
時
的
取
扱
い
に

つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
要
望
の
中
身
は
、
①
医
科
外

来
等
感
染
症
対
策
実
施
加
算
5

点
、
入
院
感
染
症
対
策
実
施
加

算
10
点
を
21
年
10
月
以
降
も
算

定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
②

乳
幼
児
感
染
予
防
対
策
加
算
1

0
0
点
を
21
年
10
月
以
降
も
1

0
0
点
で
算
定
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
③
こ
れ
ら
の
取
扱
い

を
22
年
4
月
改
定
で
正
式
に
大

臣
告
示
し
、
以
降
算
定
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
―
の
3
点
。

　
7
月
7
日
の
中
医
協
で
は
支

払
側
委
員
か
ら
「
当
然
継
続
す

べ
き
」、
支
払
側
の
複
数
の
委

員
か
ら
「
必
要
な
医
療
で
あ
れ

ば
恒
久
化
も
視
野
に
入
れ
議
論

す
れ
ば
よ
い
」「
き
ち
ん
と
診

療
報
酬
と
し
て
議
論
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
組
合
健
保
の
幸
野

委
員
か
ら
は
「
明
確
に
反
対
」

と
の
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
状

況
だ
。

　
7
月
25
日
付
で
協
会
か
ら
会

員
各
位
に
お
送
り
し
た
22
年
度

改
定
に
対
す
る
要
望
の
署
名
で

も
、
上
記
の
臨
時
的
取
扱
い
の

継
続
に
つ
い
て
は
筆
頭
に
掲
げ

て
い
る
。
署
名
を
協
会
に
提
出

さ
れ
て
い
な
い
会
員
は
、
是
非

と
も
署
名
の
上
、
協
会
へ
返
送

い
た
だ
き
た
い
。

を
十
分
確
保
す
る
こ
と
。

　
京
都
府
の
新
規
陽
性
者
数

は
、
9
月
に
入
っ
て
も
以
前
多

い
ま
ま
だ
。
宿
泊
施
設
・
自
宅

療
養
中
に
死
亡
す
る
事
例
も
増

加
傾
向
の
中
、
協
会
は
引
き
続

き
生
命
が
守
ら
れ
る
医
療
提
供

体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
要
請

等
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　協会ホームページで日々の京都府の新規陽性者・
療養者数、ワクチン接種率を確認いただけます。
トップページバナーからアク
セス下さい。直近１週間の表
もダウンロードいただけます
ので、ご活用下さい。

　地域金融機関には、コロナ禍で影響を受ける企業への資金繰り支援は
もとより、コロナ禍で大きく変化した人々の行動様式への対応、あるい
は社会的要請とも言えるSDGsにかかる取り組みなど、企業が事業を継
続する上での経営諸課題へのサポートも求められている。そうしたな
か、京都銀行は創立以来、一貫して「地域社会の繁栄に奉仕する」こと
を経営理念としている。2020年４月より第７次中期経営計画「Phase 
Change 2020」（2020年度～2022年度）がスタートした。２年目を迎え、
金融のみならず幅広い方面から解決に導く総合金融ソリューション業へ
の事業領域拡大やデジタルサービスの拡充を進めており、ウィズコロナ
の新しい社会における地域金融機関としての役割をしっかりと果たして
いくとしている。こうした状況において、京都府保険医協会との斡旋融
資制度でも健闘している。

　緊急事態宣言が初めて出た2020年４～５月、各社は訪問営業を自粛。その後、スマートフォンやパソコ
ンなどを使った非対面の営業を強化した。しかし新規契約の減少を止められず、加えて、各国が大規模な
金融緩和に踏み切った影響により、主要通貨の金利が低下し、外貨建て商品も不振となった。一方、コロ
ナの影響で解約・失効や給付金の支払いも減少したことから、利益の減少は限定的だった。コロナによる
保険ニーズの高まりや既存の契約者のアフターフォローに力を入れたことが功を奏した。入院や手術など
の支払給付金が減少した要因として、コロナによる外出自粛や医療機関での受診控えなどが影響した可能
性があると見ているが、あくまで一時的な現象だとし、がんなど重大な病気の早期発見の遅れが、結果的
に給付金や保険金支払増加に繋がることを懸念している。今後の業績もコロナに左右されることを念頭
に、感染力の強い変異株の感染拡大に注視しつつ販売活動の早期回復へ苦慮している。このような中、各
社は生命保険という特性を踏まえ、安全かつ有利の原則に従い、将来にわたり高水準の運用収益を確保す
ることを資産運用の基本としている。そのため過大な損失の発生を防止するためのリスク管理体制の整備
を行うなど、各社はさらなる資産運用の強化と健全性に向けた取り組みを行っている。

　2021年３月期の決算は、コロナ禍により海外子会社での興行中止に伴う利益保険などのイベント保険支
払い増加や資産価値低下が減益要因となった。国内では外出自粛などで自動車事故が減り保険金支払いが
減少したことが増益につながった。事故が減少したことに加え、各社がドライブレコーダー連動型など付
加価値のある商品を提供し収益性が向上した。また、 西日本豪雨や台風19号など、国内で大規模な自然災
害が相次いだ2018、19年度と比べると、2020年度は災害が少なかったため国内の自然災害関連の保険金支
払額は減少した。このような中、協会関係各社は世界トップ水準の保険金融グループとして、企業価値の
向上と健全な事業運営を行い、グループとしての総合力を結集するため、海外での不採算事業から撤退す
るなど、さらなる収益力の強化を行っている。その結果、十分な純資産を保持し、ソルベンシー・マージ
ン比率も引き続き健全な水準を保っている。

※１　 損害保険会社の保険本業での「収益力」を示す指標。正味損害率と正味事業比率の合算値。一般的にこの値が低いほど
保険会社の収益性が高いといわれている。

※２　 通常の予測を超えて発生するリスク（大災害等）に対応できる「支払余力」を有しているかを判断する行政監督上の指
標のひとつ。この比率が200％を下回った場合、監督当局により早期是正措置がとられる。

斡旋融資制度

保険医年金制度

医師賠償責任保険・休業補償制度

協会共済制度関係会社2020年度決算

株式会社京都銀行

自己資本比率
国  内  基  準（4％以上） 11.24％（11.02％）
国際統一基準（8％以上） 24.02％（19.35％）

開示債権の
引当・保全状況

残　高 832億円（661億円）
保全率 86.1％（88.8％）

当期純利益 148億円（191億円）

総資産 12兆2,560億円
（10兆658億円）

格付け（R＆I） A

保険金支払能力に対する格付けは、保険会社の保険債務が約定通り支払われる確実性に
ついてのR＆Iの意見であり、個々の保険契約の支払いの程度に対する意見ではない。
ＡＡ……保険金支払能力は極めて高く、優れた要素がある。
Ａ………保険金支払能力は高く、部分的に優れた要素がある。
プラス（＋）、マイナス（－）表示…
　　　　 AA格からCCC格については、上位格に近いものにプラス、下位格に近いも

のにマイナス表示をすることがある。

発行体格付けは、証券の購入、売却、または保有を奨めるものではなく、また、時価や
特定の投資家に対するその証券の適合性について言及するものでもない。
Ａ……… 債務を履行する能力は高いが、上位二つの格付けに比べ、事業環境や経済状況

の悪化からやや影響を受けやすい。
プラス記号（＋）、マイナス記号（－）…
　　　　 「AA」から「CCC」までの格付けには、プラス記号またはマイナス記号が付

されることがあり、それぞれ各カテゴリーの中での相対的な強さを表す。

Ｒ＆Ｉ 格付投資情報センター

S＆P  スタンダード＆プアーズ

解説　格付けについて

大樹生命保険株式会社 明治安田生命保険相互会社 富国生命保険相互会社
基礎利益 320億円（347億円） 5,502億円（5,916億円） 843億億円（834億円）
実質純資産額 １兆3,314億円

（１兆2,798億円）
10兆6,847億円
（９兆4,966億円）

１兆9,492億円
（１兆7,094億円）

ソルベンシー・マージン比率※2 1,175.2％（1,177.8％） 1,069.1％（1,069.3％） 1,261.6％（1,290.8％）
格付け（S＆P） A A+ A

日本生命保険相互会社 太陽生命保険株式会社 第一生命保険株式会社
基礎利益 6,565億円（6,474億円） 527億円（543億円） 4,805億円（4,221億円）
実質純資産額 20兆2,785億円

（16兆9,654億円）
１兆1,542億円
（１兆501億円）

９兆6,470億円
（９兆3,430億円）

ソルベンシー・マージン比率※2 1,007.5％（979.2％） 852.8％（805.5％） 937.2％（984.4％）
格付け（S＆P） A＋ A A＋

損害保険ジャパン株式会社 三井住友海上火災保険株式会社
正味収入保険料 ２兆1,414億円（２兆1,847億円） １兆5,595億円（１兆5,479億円）
正味損害率 60.8％（64.9％） 59.8％（63.3％）

コンバインド･レシオ※1 94.5％（97.3％） 92.5％（95.3％）
当期純利益 1,469億円（1,305億円） 922億円（940億円）
純資産額 １兆4,746億円（１兆3,019億円） １兆9,252億円（１兆6,400億円）

ソルベンシー･マージン比率※2 703.5％（717.3％） 746.5％（701.3％）
格付け（R＆I） AA AA

※（　）内は2019年度の数値

陽
性
者
の
受
療
権
を
保
障
せ
よ

国
・
京
都
府
に
緊
急
要
請

いま、社会変革に何が必要か
̶コロナ禍を乗り越える変革構想

共催・問合せ先　 全日本民主医療機関連合会
京都府保険医協会（☎075-212-8877）

新自由主義教育改革の
現段階と対抗戦略

日　時 9月25日（土）午後１時30分～４時30分
講　義  谷口　聡・中央学院大学准教授

中西 新太郎・横浜市立大学名誉教授
聞き手 世取山 洋介・新潟大学教授

福祉国家構想研究会 オンライン公開連続講座

Zoomウェビナーで、どなたでも無料
で視聴可。事前申し込みが必要です

お申込は
こちらから

第 4 講座
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協
会
は
産
婦
人
科
診
療
内
容
向
上
会
を
京
都
産
婦
人
科
医
会
・
あ
す
か
製
薬
株
式
会
社
と

の
共
催
で
8
月
7
日
に
開
催
。
京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
と
、
ウ
ェ
ブ
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
形
式
で
の
開
催
で
、
全
体
で
1
1
4
人
の
参
加
と
な
っ
た
。
冒
頭
、
京
都
産
婦
人
科
医
会

理
事
で
支
払
基
金
京
都
支
部
審
査
委
員
の
井
上
卓
也
氏
が
「
保
険
請
求
の
留
意
事
項
と
最
近

の
審
査
事
情
」
を
解
説
。
そ
の
後
、
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
女
性
生
涯
医
科
学
准
教
授

の
森
泰
輔
氏
が
「
子
宮
筋
腫
・
子
宮
内
膜
症
に
対
す
る
治
療
法
の
選
択
」
を
講
演
し
た
。

　
ま
ず
井
上
氏
よ
り
最
新
の
審

査
事
情
お
よ
び
レ
セ
プ
ト
作
成

の
留
意
事
項
に
つ
い
て
説
明
い

た
だ
い
た
。
9
月
よ
り
Ａ
Ｉ
の

導
入
に
よ
り
審
査
の
流
れ
が
変

わ
る
が
、
微
妙
な
判
断
に
つ
い

て
は
今
ま
で
通
り
人
に
よ
る
審

査
と
な
る
そ
う
だ
。
レ
セ
プ
ト

作
成
に
つ
い
て
は
種
々
の
注
意

事
項
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ

き
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
丁
寧
な

レ
セ
プ
ト
作
成
を
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
一
例
と
し
て
昨
年
適

用
さ
れ
た
婦
人
科
特
定
疾
患
治

療
管
理
料
の
算
定
に
つ
い
て

は
、
器
質
性
原
疾
患
の
病
名
が

子
宮
筋
腫
・
内
膜
症
の
治
療
選
択
法
を
学
ぶ

 

原
疾
患
見
極
め
薬
剤
選
択
を

産
婦
人
科
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

必
要
で
あ
る
こ
と
、
漢
方
や
Ｏ

Ｃ
（
保
険
適
応
外
薬
）
の
使
用

に
よ
る
算
定
は
不
可
で
あ
る
こ

と
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ-

Ｉ
Ｕ
Ｓ
は
算
定

可
で
あ
る
が
、
使
用
中
で
あ
る

旨
の
コ
メ
ン
ト
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
前
回
算
定
月
か
ら
3
カ

月
後
以
降
で
な
い
と
算
定
不
可

で
あ
る
こ
と
（
Ｘ
月
初
め
に
算

定
し
Ｘ
＋
2
月
末
に
算
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
）
等
、
細
や

か
に
注
意
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
続
い
て
森
氏
よ
り
、
主
に
子

宮
筋
腫
・
子
宮
内
膜
症
に
対
す

る
治
療
法
の
選
択
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
子
宮
筋

腫
増
大
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
け

る
性
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
の

影
響
に
つ
い
て
。
子
宮
筋
腫
が

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
依
存
性
疾
患
で

あ
る
こ
と
は
既
知
の
こ
と
で
あ

る
。
子
宮
筋
腫
病
巣
局
所
で
は

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
生
合
成
酵
素

（
ア
ロ
マ
タ
ー
ゼ
）
や
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
受
容
体
（
Ｅ
Ｒ
α
）
が

高
発
現
し
て
い
る
。
ア
ロ
マ

タ
ー
ゼ
阻
害
薬
や
選
択
的
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
受
容
体
修
飾
薬
（
Ｓ

Ｅ
Ｒ
Ｍ
）
が
有
効
で
あ
る
と
の

文
献
が
散
見
さ
れ
る
が
コ
ク
ラ

ン
レ
ビ
ュ
ー
で
は
明
ら
か
な
有

効
性
は
認
め
な
い
と
の
結
論
で

あ
っ
た
。
マ
ウ
ス
の
実
験
に
お

い
て
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
単
独
投
与

よ
り
も
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
プ
ロ

ゲ
ス
テ
ロ
ン
を
両
方
投
与
す
る

こ
と
で
筋
腫
様
腫
瘤
の
形
成
を

明
ら
か
に
認
め
た
こ
と
か
ら
、

子
宮
筋
腫
の
増
大
に
は
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
の
み
な
ら
ず
プ
ロ
ゲ
ス

テ
ロ
ン
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
の

こ
と
だ
。
こ
れ
ら
の
こ
と
よ

り
、
子
宮
筋
腫
の
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
に
お
い
て
Ｌ
Ｅ
Ｐ
や
Ｌ
Ｎ

Ｇ-

Ｉ
Ｕ
Ｓ
を
症
状
緩
和
に
使

用
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る

が
、
筋
腫
の
増
大
に
は
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ
ア
ゴ

ニ
ス
ト
や
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ
ア
ン
タ
ゴ

ニ
ス
ト
は
非
常
に
治
療
効
果
が

高
い
が
、
6
カ
月
ま
で
の
使
用

に
限
ら
れ
る
た
め
、
あ
く
ま
で

腫
瘍
縮
小
や
出
血
量
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
目
的
と
し
た
術
前
投

与
と
し
て
用
い
る
の
が
望
ま
し

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
子
宮
筋
腫
で
は
プ
ロ
ゲ
ス
テ

ロ
ン
が
増
悪
の
方
向
に
働
く
の

に
対
し
、
子
宮
内
膜
症
で
は
抑

制
の
方
向
に
働
く
た
め
、
症
状

だ
け
で
薬
剤
を
決
定
す
る
の
で

は
な
く
、
原
疾
患
を
見
極
め
た

う
え
で
薬
剤
選
択
を
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
講
演
全
体
を
通
し
て

理
路
整
然
と
し
て
お
り
非
常
に

わ
か
り
や
す
く
感
じ
ら
れ
た
。

　
両
氏
の
お
か
げ
で
翌
日
の
診

療
よ
り
生
か
せ
る
非
常
に
有
意

義
な
講
演
会
で
あ
っ
た
。

 

（
山
科
・
井
田 

憲
蔵
）

講
師
の
井
上
氏

　
講
座
は
二
宮
元
・
琉
球
大
学

教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
後
藤
道
夫
・
都
留
文
科
大

学
名
誉
教
授
、
蓑
輪
明
子
・
名

城
大
学
准
教
授
が
講
演
。
講
演

後
は
3
氏
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

　
後
藤
氏
は
「
年
功
型
男
性
労

働
者
中
心
の
労
働
市
場
管
理
と

『〈
標
準
世
帯
〉
支
援
型
』
社
会

保
障
―
コ
ロ
ナ
禍
が
露
わ
に
し

た
そ
の
構
造
と
社
会
危
機
―
」

と
題
し
て
講
演
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
底
の

見
え
な
い
困
窮
の
拡
大
を
さ
ま

ざ
ま
な
数
字
を
読
み
解
き
な
が

ら
解
説
し
た
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
大
規

模
に
雇
用
収
縮
が
進
む
の
に
対

し
、
対
応
す
べ
き
所
得
保
障
が

機
能
し
て
い
な
い
こ
と
が
困
窮

の
背
景
だ
と
指
摘
。
女
性
・
高

用
保
障
、
と
り
わ
け
非
正
規
雇

用
の
労
働
者
へ
の
保
障
が
な
さ

れ
て
い
な
い
と
断
じ
、
そ
の
保

障
な
し
に
は
ケ
ア
労
働
の
保
護

も
実
現
し
な
い
と
述
べ
た
。

　
後
半
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
質
問
を
踏
ま
え
、
二
宮
氏
を

聞
き
手
に
鼎
談
で
進
行
。
シ
フ

ト
制
労
働
者
の
所
得
保
障
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
違
い
な
ど

で
各
講
師
が
意
見
交
換
し
、
最

後
に
二
宮
氏
か
ら
、
近
年
「
社

会
的
投
資
」
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
る
が
、
社
会
保
障
と
雇
用

労
働
市
場
を
ど
う
立
て
直
す
か

は
セ
ッ
ト
で
こ
れ
か
ら
も
考
え

続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が

こ
れ
か
ら
も
福
祉
国
家
構
想
研

究
会
の
課
題
だ
と
考
え
る
と
締

め
く
く
っ
た
。

 

（
5
面
に
第
4
講
座
の
案
内
）

　
協
会
は
福
祉
国
家
構
想
研
究
会
、
全
日
本
民
主
医
療
機

関
連
合
会
と
共
催
で
オ
ン
ラ
イ
ン
連
続
講
座
「
い
ま
、
社

会
変
革
に
何
が
必
要
か
―
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
変
革

思
想
」
を
6
月
26
日
、
7
月
24
日
、
8
月
28
日
に
開
催
し

た
。
第
1
講
座
「
コ
ロ
ナ
禍
の
労
働
市
場
と
労
働
運
動
―

非
正
規
・
貧
困
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
か
ら
」
に

は
、
全
国
か
ら
92
人
が
視
聴
。
概
要
は
以
下
の
通
り
。

齢
者
・
学
生
の
雇
用
の
非
正
規

化
・
短
時
間
化
も
困
窮
拡
大
の

要
因
と
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
日
本
の
社
会
保
障

の
脆
弱
性
で
あ
り
、「
保
障
」

で
は
な
く
「
支
援
」
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
根
本
原

因
だ
と
解
説
し
た
。

　
続
い
て
、
蓑
輪
氏
が
「
コ
ロ

ナ
禍
の
女
性
労
働
―
ケ
ア
労
働

の
視
点
か
ら
」
と
題
し
て
講

演
。
女
性
の
労
働
力
化
が
進
め

ら
れ
た
こ
と
で
、
受
け
皿
と
し

て
の
保
育
制
度
の
整
備
が
求
め

ら
れ
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

そ
の
不
十
分
さ
が
露
呈
し
た
と

指
摘
。
フ
ォ
ー
マ
ル
あ
る
い
は

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
ケ
ア
労
働

に
対
し
て
の
保
護
、
女
性
の
雇

コロナ禍を経て
社会はどう変わるべきか

福祉国家構想研で連続講座

上から 後藤氏・
蓑輪氏・二宮氏

新規開業を考える方のための講習会

院内の良好なコミュニケーションを築くために
日　時 10月10日（日） 午前10時～午後１時
場　所 京都府保険医協会・ルームA～C
○医院開業を成功に導くために知っておきたい４つのこと
 ひろせ税理士法人　認定登録医業経営コンサルタント　常田 幸男 氏
○先輩開業医からのアドバイス
 ときわ駅前なかむら眼科　院長　中村 隆宏 氏
○ 地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度の活用など
○個別相談

参加費 京都府保険医協会会員：無料
 非会員：5,500円　※当日入会可

共　催　有限会社アミス
※ 参加ご希望の方は京都府保険医協会までお申込み下さい。個別相談ご希望の場合
は、申込時にその旨をお知らせ下さい。

日　時 10月13日（水） 午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
講　師 ㈱JAPAN・SIQ協会　川﨑 ゆかり氏
参加費 お一人1,000円（当日徴収）　定　員　15人（１医療機関２人まで） 
※定員に達し次第、締め切らせていただきます。
※ 要申込。新型コロナ感染症拡大防止の観点から、マスク着用、社会的距離を考慮す
るなどの感染予防に努めて開催いたします。

※ 接遇マナー研修会【中級】は11月11日に開催予定です。中級にご参加の従業員の
方は、過去に初級受講済みの方を対象といたします。

日　時  10月14日（木） 
午後２時～４時

場　所  京都府保険医協会・
ルームA～C

参加費 お一人1,000円　
定　員　15人（要申込）
協　賛　有限会社アミス

午後２時～３時30分
「院内の良好なコミュニケーションを築くために」
講師：  大阪大学COデザインセンター　センター長　

池田 光穂氏

午後３時30分～４時
●質疑応答
●  休業補償制度の改定「一括告知制度」のご紹介

　これからご開業を考える医師とご家族を対象に、開業に向けたノウハウを詳しく・
わかりやすく解説する講習会を開催します。講師は数多くの開業支援を手掛けてお
り、開業を成功させるための四つのポイント「全体のスケジュールを描くことの大
切さ」「事業計画を策定する際のポイント」「スタッフの求人、採用決定、開院前研
修の留意点」「行政手続きで間違いが発生しないように」を中心に解説します。開業
を経験した医師からのアドバイスも必聴です。

　実践形式の講習を取り入れ、楽しく・わかりやすく・ためになると毎回好評いただ
いている研修です。人気の研修会ですのでお早めにお申し込み下さい。キャンセルさ
れる場合は、事前にご連絡下さい。

　スタッフとのコミュニケーションに関する相談などが日々寄せられていることから、
信頼関係構築のためのヒントとなる講習会を企画しました。ぜひご参加下さい。

参加申込は
こちらから

接遇マナー研修会【初級】医院・診療所での

雇用管理講習会

第
一
部

第
二
部

プロフィール／文化人類学者。医療人類学、多文化共生を可能
にする社会での医療・福祉サービスのあり方、臨床コミュニ
ケーションなども研究。2020年４月より大阪大学COデザイ
ンセンター・センター長。

2 0 2 1 年 (令和 3年) 9 月 1 0 日第 3 1 0 5 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 6 )毎月10日･25日発行



自
宅
・
宿
泊
療
養
患
者
へ
の
電
話
、

往
診
・
訪
問
診
療
の
加
算
に
つ
い
て

金
融
共
済
委
員
会

（
8
／
18
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
1
件
を
審
査
し
可

決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
2
件
の
案
件
を
審
査
し
可
決

し
ま
し
た
。

医療安全研修
DVD partⅢ　　

シリーズ第 3 弾

　　絶賛
発売中!!

定　価
 11,000円
京都協会会員
 5,000円
他府県協会会員
 7,000円
各税込送料別

　
Ｑ
、
7
月
・
8
月
に
発
出
さ

れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
診
療
報
酬
上
の

臨
時
的
な
取
扱
い
」
で
、
宿
泊

施
設
・
自
宅
療
養
を
行
っ
て
い

る
患
者
へ
の
往
診
・
訪
問
診

療
・
電
話
診
療
に
対
し
て
加
算

が
示
さ
れ
た
よ
う
な
の
で
す

が
、
詳
し
く
教
え
て
下
さ
い
。

　
Ａ
、
往
診
・
訪
問
診
療
に
つ

い
て
は
、
7
月
30
日
に
発
出
さ

れ
た
「
臨
時
的
取
扱
（
そ
の

51
）」
で
、
宿
泊
施
設
・
自
宅

療
養
の
患
者
（
ま
た
は
そ
の
看

護
に
当
た
っ
て
い
る
者
）
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
連
し
た
訴
え
で
往
診

を
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
実
施
し

た
場
合
、
ま
た
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た

継
続
的
な
診
療
の
必
要
性
を
認

め
訪
問
診
療
を
実
施
し
た
場
合

に
、
7
月
30
日
か
ら
救
急
医
療

管
理
加
算
1
（
9
5
0
点
）
を

1
日
に
つ
き
1
回
算
定
で
き
る

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
8
月
27
日
に
発
出
さ

れ
た
「
臨
時
的
取
扱
（
そ
の

57
）」
で
、
同
一
患
家
2
人
目

以
降
で
往
診
料
等
を
算
定
し
な

い
場
合
で
も
、
患
者
ご
と
に
救

急
医
療
管
理
加
算
1
（
9
5
0

　
手
術
や
リ
ス
ク
を
伴
う
検
査
の

前
に
は
同
意
書
を
も
ら
う
。
患
者

本
人
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
本
人

の
代
わ
り
に
、
家
族
・
親
族
に
サ

イ
ン
し
て
も
ら
う
―
―
。

　
医
療
現
場
で
当
た
り
前
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
し
か
し
、
何
の
目
的
で
家
族
・

親
族
に
同
意
を
求
め
る
の
か
、
法

的
に
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
か
、

ど
う
し
て
も
必
要
な
こ
と
か
、
検

討
し
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン

ト
の
原
則
は
当
然
と
し
て
、
本
人

に
判
断
能
力
が
十
分
あ
る
な
ら
、

本
人
が
決
め
れ
ば
よ
い
こ
と
だ
。

　
本
人
の
意
思
決
定
が
し
っ
か
り

し
て
い
れ
ば
、
親
族
の
同
意
の
有

無
は
、
医
療
側
の
民
事
責
任
、
刑

事
責
任
に
関
係
し
な
い
。

　
念
の
た
め
に
親
族
の
意
思
も
確

か
め
、
後
か
ら
紛
争
に
な
る
の
を

防
ぐ
と
い
う
事
実
上
の
効
果
を
期

待
す
る
も
の
で
、
法
的
に
も
倫
理

的
に
も
必
須
で
は
な
い
。

　
生
命
の
危
機
な
ど
緊
急
性
が
あ

る
と
き
は
、
本
人
・
親
族
の
同
意

が
な
く
て
も
治
療
は
許
さ
れ
る
。

民
法
上
は
契
約
に
よ
ら
な
い
事
務

管
理
、
刑
法
上
は
正
当
業
務
ま
た

は
緊
急
避
難
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
本
人
の
判
断
能
力
が
足
り
な
い

と
き
は
ど
う
か
。
意
識
不
明
、
知

的
障
害
、
精
神
障
害
、
認
知
症
、

子
ど
も
、
終
末
期
な
ど
様
々
な

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
重
要
な
法
律
行

為
を
決
め
る
能
力
が
な
く
て
も
、

自
分
が
医
療
を
受
け
る
か
ど
う
か

な
ら
判
断
で
き
る
こ
と
は
多
い
。

　
そ
れ
も
無
理
な
と
き
、
本
人
の

医
療
を
親
族
が
代
わ
り
に
決
め
ら

れ
る
か
と
い
う
と
、
法
的
に
も
倫

理
学
的
に
も
、
支
え
は
乏
し
い
。

　
身
体
や
精
神
と
い
う
本
人
自
身

の
こ
と
を
、
他
人
が
代
わ
り
に
判

断
し
て
よ
い
と
言
え
る
論
拠
が

は
っ
き
り
し
な
い
か
ら
だ
。

　
今
ど
き
、
医
療
側
だ
け
の
判
断

で
手
術
や
リ
ス
ク
を
伴
う
投
薬
を

す
る
の
は
怖
い
。
だ
か
ら
責
任
を

問
わ
れ
な
い
よ
う
親
族
の
同
意
を

得
る
わ
け
だ
が
、
親
族
に
代
行
判

断
権
が
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。

　
成
年
後
見
人
は
、
本
人
の
た
め

に
受
診
や
入
院
の
契
約
は
で
き
る

け
れ
ど
、
医
療
行
為
の
同
意
権
は

認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
未
成
年
者
の
場
合
、
親
権
者
の

同
意
は
法
的
に
意
味
が
あ
る
だ
ろ

う
。
た
だ
し
ネ
グ
レ
ク
ト
を
含
む

虐
待
の
可
能
性
は
存
在
す
る
。

　
家
族
・
親
族
と
言
っ
て
も
関
係

性
や
心
情
は
様
々
だ
。
生
活
の
状

況
、
過
去
の
経
緯
、
言
動
な
ど
か

ら
心
情
を
見
極
め
な
い
と
い
け
な

い
。
相
続
、
介
護
負
担
、
年
金
と

い
っ
た
利
害
も
あ
り
う
る
。

　
厚
労
省
の
「
人
生
の
最
終
段
階

に
お
け
る
医
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、

ま
ず
本
人
の
意
思
、
そ
れ
が
難
し

い
状
態
な
ら
本
人
の
推
定
意
思
、

そ
れ
も
無
理
な
ら
本
人
の
最
善
の

利
益
に
つ
い
て
、医
療・ケ
ア
チ
ー

ム
と
家
族
等
が
よ
く
話
し
合
っ
て

判
断
す
る
と
い
う
考
え
方
だ
。

　
本
人
の
考
え
方
の
理
解
、
本
人

の
た
め
を
思
う
こ
と
を
家
族
等
に

期
待
し
て
い
る
。
だ
が
、
代
行
判

断
は
認
め
て
い
な
い
。

　
本
人
の
意
思
で
誰
か
に
医
療
判

断
を
ゆ
だ
ね
る
契
約
を
結
ん
で
い

れ
ば
法
的
に
は
わ
か
り
や
す
い

が
、
日
本
で
は
一
般
的
で
な
い
。

　
い
ち
ば
ん
困
る
の
は
、
緊
急
性

は
な
い
け
れ
ど
、
医
学
的
に
見
て

手
術
を
し
た
ほ
う
が
よ
く
、
本
人

に
判
断
能
力
が
な
い
場
合
。
し
か

も
身
寄
り
が
い
な
い
、
親
族
の
同

意
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス

が
現
実
に
し
ば
し
ば
あ
る
。

　
使
え
る
と
す
れ
ば
施
設
の
倫
理

委
員
会
の
承
認
だ
が
、
機
動
性
が

足
り
な
い
。
家
族
・
親
族
に
頼
ら

な
く
て
済
む
よ
う
、
公
的
審
査
機

関
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
50
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
本
件
医
療
機
関
の
医
師
が
患

者
の
右
母
指
を
診
察
し
た
と
こ

ろ
、
右
母
指
の
Ｉ
Ｐ
関
節
は
強

直
状
態
で
、
屈
曲
・
対
向
時
に

は
、指
掌
間
距
離
が
60
㎜ 

で
、

滑
車
（pulley

）
に
硬
結
を

触
知
し
、
Ｍ
Ｐ
関
節
部
に
強
い

圧
痛
を
認
め
た
。
後
日
、
腱
膜

切
開
術
を
実
施
し
た
。
タ
ー
ニ

ケ
ッ
ト
を
装
着
し
て
圧
迫
止
血

し
、「
く
の
字
」
切
開
で
侵
入
。

腱
膜
切
開
に
計
約
10
分
を
要
し

た
。
な
お
、
術
前
の
血
圧
が
2

2
0
／
1
0
8
㎜
Hg
と
高
く
、

は
顕
微
鏡
手
術
と
な
る
の
で
後

日
の
再
手
術
を
考
え
、
末
梢
側

の
断
端
に
は
神
経
と
思
わ
れ
る

部
分
に
マ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
ナ

イ
ロ
ン
糸
を
か
け
手
術
を
終
え

た
。
な
お
、
中
枢
側
の
断
端
は

明
瞭
に
確
認
で
き
た
。

　
術
後
、
指
神
経
損
傷
を
強
く

疑
わ
す
所
見
が
再
度
確
認
さ
れ

た
の
で
、
神
経
縫
合
術
に
は
他

医
療
機
関
の
専
門
医
を
紹
介
し

て
、
神
経
縫
合
術
の
追
加
手
術

を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
患
者
側
は
、
右
母
指
の
痺
れ

感
を
気
に
し
て
い
る
様
子
が
窺

わ
れ
、
他
医
療
機
関
の
医
療
費

を
要
求
し
て
き
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
術

野
を
も
っ
と
拡
大
し
て
視
野
を

確
保
し
て
い
れ
ば
、
神
経
損
傷

は
避
け
ら
れ
た
と
し
て
、
過
誤

を
認
め
た
。
患
者
の
予
後
に
つ

い
て
は
、
神
経
縫
合
術
後
に
知

覚
の
回
復
が
得
ら
れ
れ
ば
、
後

遺
障
害
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り

2
カ
月
程
度
で
症
状
固
定
と
な

ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

4
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
以
下
の
点
に
お
い
て
、
医
療

過
誤
が
認
め
ら
れ
た
。

　
①
手
術
手
技
に
つ
い
て
は

タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
痛
の
訴
え
で
そ

患
者
は
手
術
開
始
後
数
分
し
て

タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
痛
を
訴
え
た
た

め
解
除
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
外

の
出
血
を
認
め
た
。
そ
こ
で

タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
用
い
ず
徒
手

的
に
圧
迫
・
止
血
を
行
い
つ

つ
、
手
術
を
再
開
し
た
。
し
か

し
手
術
終
了
前
に
神
経
切
断
を

発
見
し
、
約
1
時
間
か
け
て
神

経
断
端
を
探
し
た
。
神
経
縫
合

弾
発
母
指
手
術
で
神
経
損
傷

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
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家
族
・
親
族
に
代
行
判
断
権
は
あ
る
か
？

れ
を
除
去
し
た
際
、
想
定
外
の

出
血
を
認
め
術
野
が
確
認
で
き

な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
再
度
、
止
血
を
確
実
に

し
て
無
血
視
野
を
確
保
す
る
な

ど
、
た
だ
ち
に
手
術
を
中
断
し

て
タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
の
再
装
着
と

そ
れ
を
容
易
と
す
る
麻
酔
方
法

の
調
整
な
ど
検
討
す
る
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。

点
）
が
算
定
で
き
る
取
扱
い
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
電
話
診
療
に
つ
い
て
は
、
8

月
16
日
に
発
出
さ
れ
た
「
臨
時

的
取
扱
（
そ
の
54
）」
に
て
、

宿
泊
施
設
・
自
宅
療
養
の
患
者

に
対
し
て
、
医
師
が
電
話
や
情

報
通
信
機
器
を
用
い
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

診
療
を
行
い
、
電
話
初
診
（
2

1
4
点
）
ま
た
は
電
話
再
診
を

算
定
す
る
場
合
に
、
8
月
16
日

か
ら
2
類
感
染
症
患
者
入
院
診

療
加
算
（
2
5
0
点
）
を
1
日

に
つ
き
1
回
算
定
で
き
る
と
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
と
請
求
コ
ー
ド
は
グ

リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
8
月
号
（
No.

3
0
0
）
の
20
・
21
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。
ま
た
、
保
険
医

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
当
該
事

務
連
絡
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
ご
参
照
下
さ
い
。

　
②
ま
た
、
指
神
経
の
通
過
は

解
剖
学
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
損
傷
が
不
可
抗
力

と
は
認
め
ら
れ
難
い
。

　
③
説
明
に
つ
い
て
は
定
型
の

同
意
書
は
あ
っ
た
が
、
今
回
の

手
術
は
必
ず
し
も
絶
対
適
応
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
神
経
損

傷
、
痺
れ
感
の
発
症
・
残
存
等

の
可
能
性
の
項
目
を
説
明
し

て
、
患
者
に
手
術
を
せ
ず
保
存

的
治
療
を
先
行
す
る
等
の
選
択

肢
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
過
誤
を
認
め

て
、
誠
意
を
も
っ
て
患
者
側
に

謝
罪
し
て
賠
償
金
額
を
提
示
し

示
談
し
た
。
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ＤＣゴールドカードのご案内
　京都クレジットサービス
㈱と提携しているゴールド
カードは、京都府保険医協
会の会員は個人・家族・法
人カードとも年会費は永久
無料です。
　有利な特典も備えており
ます。ぜひお申込みをご検
討下さい。

年会費
永久無料

※ 詳細は本紙に同封している案内チラシをご参照下さい。



痔
核
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
運
命
を
変
え
た
か
？

　
6
月
12
日
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
パ

リ
か
ら
進
軍
し
ま
し
た
。
6
月

16
日
に
リ
ニ
ー
の
戦
い
で
ナ
ポ

レ
オ
ン
は
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
と
戦

い
、
死
者
1
万
6
0
0
0
人
の

損
害
を
与
え
ま
し
た
が
、
完
全

な
撃
滅
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
自
身
も
疲
れ
が

出
て
、
す
ぐ
に
プ
ロ
イ
セ
ン
軍

を
追
撃
し
な
か
っ
た
と
の
こ
と

で
す
が
、「
記
録
」
が
正
し
け

れ
ば
こ
の
頃
か
ら
肛
門
の
状
態

が
悪
く
な
り
、
強
い
痛
み
が
出

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
痛
み
が
影
響
し
て
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
は
誤
っ
た
判
断
を
し
て
、
翌

朝
ク
ル
ー
シ
ー
元
帥
に
3
万
の

別
動
隊
を
与
え
て
、
プ
ロ
イ
セ

ン
軍
に
向
け
進
撃
さ
せ
ま
し

た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
イ
ギ
リ

ス
・
オ
ラ
ン
ダ
連
合
軍
が
プ
ロ

イ
セ
ン
軍
と
合
流
す
る
前
に
倒

す
た
め
に
、
6
月
17
日
の
夕
方

7
時
の
激
し
い
雨
の
中
を
モ

ン
・
サ
ン
・
シ
ャ
ン
の
南
の
ブ

ラ
ン
ス
ノ
ワ
に
向
か
い
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

肖
像
画
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

移
動
は
馬
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
激
し
い
雨
の
中
、
馬
に

乗
っ
て
の
移
動
、
肛
門
の
痛
み

は
さ
ら
に
増
し
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。 

　
6
月
18
日
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー

の
戦
い
の
当
日
、
前
夜
か
ら
の

雨
の
た
め
地
面
は
ぬ
か
る
み
、

大
砲
の
動
き
が
と
れ
な
い
と
判

断
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
部
下

の
進
言
を
退
け
て
戦
闘
開
始
の

時
間
を
昼
ま
で
延
期
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
プ
ロ
イ
セ

ン
軍
の
援
軍
を
待
つ
イ
ギ
リ

ス
・
オ
ラ
ン
ダ
連
合
軍
に
有
利

に
働
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
ナ

ポ
レ
オ
ン
は
、
気
力
と
判
断
力

に
往
年
の
冴
が
な
か
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。 

　
お
そ
ら
く
、
激
し
い
雨
の

中
、
馬
で
の
移
動
に
よ
っ
て
肛

門
の
状
態
が
悪
く
な
り
、
痛
み

も
強
く
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
人
間
に
は
痛
み
を
感
じ
る

時
間
帯
が
あ
り
、
特
に
夜
中
か

ら
朝
方
に
痛
み
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
要
因
が
重

な
っ
て
、
判
断
力
を
鈍
ら
せ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

激
し
い
痛
み
は
集
中
力
を
奪
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
こ
の
ワ
ー
テ

ル
ロ
ー
の
戦
い
に
敗
れ
て
、
百

日
天
下
が
終
わ
っ
て
い
き
ま

す
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
襲
っ
た
肛
門

の
痛
み
が
、
ど
ん
な
ふ
う
に
戦

い
に
影
響
し
た
の
か
？　
も
し

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た

ら
歴
史
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

か
？　
な
ど
を
想
像
す
る
の
は

面
白
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

こ
の
こ
と
だ
け
で
歴
史
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
誰
に
も
変
え
る
こ

と
の
で
き
な
い
大
き
な
歴
史
の

流
れ
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

軍
団
の
紋
章
は
ス
イ
ー
ト
バ
イ

オ
レ
ッ
ト
で
す
。
ス
イ
ー
ト
バ

イ
オ
レ
ッ
ト
は
「
愛
の
証
」

「
永
遠
の
愛
、
思
い
や
り
」
の

象
徴
で
す
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
王

妃
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ヌ
と
の
結
婚
記

念
日
に
こ
の
花
束
を
贈
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
ワ
イ
ン
に
入
れ

た
り
、
香
水
に
し
た
り
も
す
る

よ
う
で
す
。
鎮
静
作
用
も
あ

り
、
精
神
的
な
疲
労
に
も
効
き

ま
す
。

　
肛
門
科
医
の
視
点
か
ら
言
え

ば
、
ス
イ
ー
ト
バ
イ
オ
レ
ッ
ト

の
葉
は
便
秘
に
効
く
緩
下
剤
に

も
な
る
よ
う
で
す
。

　
植
田
謙
次
郎
氏
（
享
年
88
、

伏
見
）
8
月
5
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

　
協
会
理
事
：
1
9
7
8
年
〜

1
9
7
9
年 訃

　
報

京
丹
後
市

京丹後市事業継続応援給付金
提 出 期 限： ～2021年 7月30日（金）

⇒［延長］～2021年12月28日（火）

京丹後市事業継続支援給付金
提 出 期 限： ～2021年 8月31日（火）

⇒［延長］～2021年12月28日（火）

京丹後市事業所等感染症対策緊急支援補助金
提 出 期 限：～2021年10月29日（金）
お問合せ先：商工観光部 商工振興課　☎ 0772-69-0440

京丹後市高齢者福祉施設等入所者PCR検査費用補助金
対 象 期 間：2021年 4月 1日（木）～2021年 9月30日（木）
お問合せ先：健康長寿福祉部 長寿福祉課　☎ 0772-69-0330

宮
津
市

宮津市産業デジタル化・近代化等推進補助金
提 出 期 限：～2021年 9月30日（木）

宮津市事業継続月次支援金
提 出 期 限： 【 8月分】2021年 9月 1日（水）～11月 1日（月）

【 9月分】2021年10月 1日（金）～12月 1日（水）
お問合せ先：商工観光課　商工係　☎ 0772-45-1663

舞
鶴
市

舞鶴市新型コロナウイルス感染症対策事業継続月次支援金
提 出 期 限：～2021年 9月30日（木）
お問合せ先： 産業振興部 産業創造・雇用促進課

「事業者支援特別相談窓口」 ☎ 0773-66-0028

綾
部
市

綾部市緊急事態措置月次支援金
提 出 期 限：～2021年 9月21日（火）
お問合せ先：農林商工部商工労政課　☎ 0773-42-4263

福
知
山
市

福知山市緊急事態措置協力金対象外事業者応援給付金
提 出 期 限： ～2021年10月31日（日）

⇒［延長］～2021年11月30日（火）
お問合せ先：産業観光課　☎ 0773-24-7075

京
丹
波
町

京丹波町新型コロナ対策中小企業等応援補助金
提 出 期 限：～2021年10月15日（金）

京丹波町小規模事業者等コロナ対策給付金
提 出 期 限：～2022年 1月14日（金）
お問合せ先： にぎわい創生課 商工観光室 企業立地推進係

☎ 0771-82-3809

南
丹
市

南丹市事業者応援給付金
申 請 期 限：～2021年 9月15日（水）
お問合せ先：商工課　☎ 0771-68-1008

京
都
市

京都市中小企業等再起支援補助金
提 出 期 限：～2021年10月29日（金）
お問合せ先： 中小企業等再起支援補助金事務局

☎ 0570-003-756

八
幡
市

八幡市中小企業者等事業継続支援金
申 請 期 限：～2021年 8月31日（火）⇒［延長］～2021年12月31日（金）
お問合せ先：八幡市商工観光課  ☎ 075-983-2853

宇
治
市

宇治市中小企業経営チャレンジ支援補助金
提 出 期 限：～2022年 1月21日（金）
お問合せ先：宇治商工会議所　☎ 0774-23-3101

宇治市介護保険・障害福祉施設等新型コロナウイルス感染症感染防止用資材等整備事業
提 出 期 限：～2022年 3月31日（木）
お問合せ先：健康長寿部 介護保険課・福祉こども部 障害福祉課　☎ 0774-22-3141

京
田
辺
市

「新しい生活様式」応援補助金
申 請 期 間：～2021年10月29日（金）
お問合せ先：京田辺市産業振興課　☎ 0774-64-1364

木
津
川
市

新型コロナウイルス感染防止対策支援事業補助金
申 請 期 間：～2021年 9月30日（木）
お問合せ先：木津川市補助金センター　☎ 0774-34-1570

【要件】
事業収入

30％以上減少

【要件】
事業収入

30％以上減少

【要件】
事業収入

30％以上減少

【要件】
事業収入

10％以上減少

【要件】
事業収入

30％以上減少

【要件】
事業収入

30％以上減少

【要件】
事業収入

30％以上減少

【要件】
事業収入30％以上

50%未満減少

【要件】
事業収入30％以上

50%未満減少

新型コロナ　府内自治体の事業支援
医療機関が申請できる自治体独自の新型コロナウイルス関連の支援制度をご紹介します。
詳細は、各自治体のホームページでご確認いただくか、各自治体窓口へお問い合わせ下
さい。下記以外の情報がありましたら、保険医協会までお知らせ下さい。

予算に達したため

受付終了

肛
門
科
の

徒
然
日
記渡邉 

賢
治 （
西
陣
）

6

参加費無料
要申込

参加申込（参加登録）　お名前・メールアドレスを登録下さい

遺伝子組み換えとゲノム編集

協会ホームページのトップページバナーか
らアクセスいただき、参加登録用URLをク
リックして登録いただくか、QRコードから
直接登録ページにアクセスし、登録下さい。
折り返し、登録完了メールが Zoomウェビ
ナーより届きます。

日　時 10月 9 日（土） 午後２時～４時
講　師  ジャーナリスト、日本消費者連盟共同代表

遺伝子組み換え食品いらない！ キャンペーン代表
市民バイオテクノロジー情報室代表 天笠 啓祐 氏

参加申込は
こちらから

食の安全問題
リモート講演会

共　催  京都府保険医協会、TPP反対京都ネット
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　本紙3105号より、植物由来の原料（バイオマ
ス25％）が配合されたビニールを使用していま
す。京都府保険医協会は今後も環境問題に取り
組んでいきます。

本紙発送ビニールを変更
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